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基本方針 区分 継続

目　　的 対象 市民

事業名 1-1 担当 管理担当

現状と課題

事業内容

期待される
効果

経費等
(補助額）

令和5年度
943,300円

（12月末現在）

基準値 －

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

貸出事業、購
入補助事業と
もに継続して
いく。2年度
においては、
昨年度の倍の
ペースで電気
式の購入が増
えている。

令和2年度
は、4件の貸
出、99件の補
助を行った。
貸出事業、購
入補助事業と
もに継続して
いく。

令和3年度
は、4件の貸
出、85件の補
助を行った。
貸出事業、購
入補助事業と
もに啓発活動
を継続してい
く。

令和4年度
は、85件の補
助を行った。
今後も貸出事
業、購入補助
事業ともに啓
発活動を継続
していく。

令和5年度
は、12月末現
在で69件の補
助を行った。
今後も貸出事
業、購入補助
事業ともに啓
発活動を継続
していく。

引き続き、広
報、ホームペー
ジ等多様な媒体
の活用による広
範な周知に努め
る。

引き続き、広
報、ホームペー
ジ等多様な媒体
の活用による広
範な周知に努め
る。

引き続き、広
報、ホームペー
ジ等多様な媒体
の活用による広
範な周知に努め
る。

引き続き、広
報、ホームペー
ジ等多様な媒体
の活用による広
範な周知に努め
る。

引き続き、広
報、ホームペー
ジ等多様な媒体
の活用による広
範な周知に努め
る。

継続 継続 継続 継続 継続

36件 36件 36件 10件 10件

4件 4件 1件
13件

(12月末現在)
-

47件 43件 41件
48件

(12月末現在)
-

継続 継続 継続 継続 継続

100件 100件 100件 100件 100件

99件 85件 85件
69件

(12月末現在)
-

23.1t 19.8t 19.8t 15.1t -

実績数値

進行状況（補助）

目標数値

削減量

実績数値

購入件数（電気式）

実　施　計　画　進　行　管　理　票

生ごみ処理機の無料貸出しを行い、処理機の購入を促進するとともに、処理機の
購入に補助金を交付し、生ごみの排出量を抑制し減量化を図る。

ごみの発生抑制・減量化の推進

購入件数（電気式）・補助件数は令和3年度からわずかに減少しているため、今後
も広報等により市民に広く周知していく。

生ごみ処理機貸出及び購入補助事業

新年度目標

目標数値

旧年度実績の考察

生ごみ処理機貸出及び
購入補助事業

生ごみの減量化

事業名

スケジュール表

可燃ごみ約△19.8ｔ
（1.6kg×365日×0.4×65基＝15,184㎏）

家庭から排出される可燃ごみの減少

進行状況（貸出）
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基本方針 区分 継続

目　　的 対象 市民

事業名 1-3 担当 管理担当

現状と課題

事業内容

期待される
効果

経費等 －

数値設定 基準値 －

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

食品ロスの現状
や削減に向けた
取り組みについ
て広報紙や給食
だよりに掲載。
啓発用のパネル
を作成し、中央
図書館で関係す
る図書とあわせ
て展示を行っ
た。

食品ロス削減に
関する記事を広
報紙や給食だよ
りに掲載。啓発
用のパネルを、
飯山総合学習セ
ンター、市役所
本庁、綾歌市民
総合センター、
中央図書館で展
示した。

10月の食品ロ
ス削減月間に
あわせ、広報
紙への掲載や
パネル展示な
どを行い、周
知に努める。

10月の食品ロ
ス削減月間に
あわせ、広報
紙への掲載や
パネル展示な
どを行い、周
知に努める。

10月の食品ロス
削減月間など年
間を通して、広
報紙への掲載や
パネル展示など
を行い、周知に
努める。

継続 継続

効果額

家庭から排出されるごみの減少

スケジュール表

事業名

ごみの発生抑制・減量
化に関する市民への啓
発

旧年度実績の考察

新年度目標

進行状況

目標数値

実績数値

多様な媒体で食品ロスの削減等について市民への啓発に努め、ごみの発生抑制や減
量化に繋げる。

実　施　計　画　進　行　管　理　票

ごみの発生抑制・減量化の推進

ごみの発生抑制・減量化

ごみの発生抑制・減量化に関する市民への啓
発

家庭から出る食品ごみを減らすため、食品ロスの削減について広報紙への掲載や公
共施設でのパネル展示などを行い、啓発に努める。
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基本方針 区分 継続

目　　的 対象 事業者

事業名 1-4 担当 管理担当

現状と課題

事業内容

期待される
効果

経費等 －

数値設定 基準値 －

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

平成29年度
に、食品ごみ
の資源化のた
めの保管・積
換えを認めた
事業所が、成
果をあげてい
る。

平成29年度に、
食品ごみの資源
化のための保
管・積換えを認
め、成果を上げ
ていたが、新型
コロナウィルス
感染拡大の影響
で、食品ごみの
搬入量が減少し
た。

平成29年度以降
成果を上げてい
たが、新型コロ
ナウィルス感染
拡大の影響で、
前年度同様食品
ごみの搬入量は
減少傾向にあ
る。

新型コロナウイ
ルスの影響で、
食品ごみの搬入
量は令和3年度
同様に減少傾向
にある。

食品ごみの搬
入量は令和4
年度に引き続
き減少傾向が
続いている。

平成29年度
に、食品ごみ
の資源化のた
めの保管・積
換えを認めた
事業所が成果
をあげている
ので、新たに
希望する業者
があれば拡充
を検討する。

食品ごみの資
源化のための
保管・積換え
について、新
たに希望する
業者があれば
拡充を検討す
る。

食品ごみの資
源化のための
保管・積換え
について、新
たに希望する
業者があれば
拡充を検討す
る。

食品ごみの資
源化のための
保管・積換え
について、新
たに希望する
業者があれば
拡充を検討す
る。

食品ごみの資
源化のための
保管・積換え
について、新
たに希望する
業者があれば
拡充を検討す
る。

継続 継続 継続 継続 継続

－ － － － －

 147t 107ｔ 104ｔ
86ｔ

(12月末現在)
－

－ － － － －

生活環境課に登録された「環境にやさしい事業所」に対し、事業者のごみ発生抑
制・減量化への更なる自主的取組みを依頼する。

ごみの発生抑制・減量化に関する事業者への
啓発

実　施　計　画　進　行　管　理　票

ごみの発生抑制・減量化の推進

ごみの発生抑制・減量化

平成29年度に事業者から食品ごみの再資源化の提案を受け、市として保管・積換
えを認め、その事業を進めてもらっている。今後も事業者の自主的な取り組みを
応援して、事業系一般廃棄物の減量化を推進する必要がある。

事業所から排出されるごみの減少及び食品ごみの
資源化

実績数値

効果額

スケジュール表

事業名

ごみの発生抑制・減量
化に関する事業者への
啓発

旧年度実績の考察

新年度目標

進行状況

目標数値
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基本方針 区分 継続

目　　的 対象 市民

事業名 1-5 担当 管理担当

現状と課題

事業内容

期待される
効果

経費等 －

数値設定 基準値 －

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

元年度の消費
税増税や新型
コロナウィル
ス感染拡大に
よる経済への
影響を鑑み、
今年度は実質
的議論検討は
行っていな
い。

新型コロナウイ
ルスの感染拡大
による原料価格
や輸送コストの
高騰等、経済活
動への影響次第
で再検討を要す
る場面が到来す
ることも考えら
れる。

新型コロナウイ
ルスの感染拡大
で、原料価格や
輸送コストの高
騰等による経済
活動への影響が
出てきている
が、値上げ等の
検討は行ってい
ない。

社会情勢の影響
や、新型コロナ
ウイルスの感染
拡大等で、原料
価格や輸送コス
トの高騰等によ
る経済活動への
影響が出てきて
いるが、値上げ
等の検討は行っ
ていない。

社会情勢の影響
等で、原料価格
や製造および輸
送コストの高騰
等による影響が
出てきている
が、市民サービ
ス維持のため値
上げ等の検討は
行っていない。

今後の社会情
勢を見極めな
がら対応す
る。それまで
は、検討とす
る。

今後の社会情
勢を見極めな
がら対応す
る。それまで
は、検討とす
る。

今後の経済活
動の回復状況
等を見極めな
がら対応す
る。それまで
は、検討とす
る。

今後の経済活
動の回復状況
等を見極めな
がら対応す
る。それまで
は、検討とす
る。

今後の経済活動
の回復状況等を
見極めながら対
応する。それま
では、検討とす
る。

検討 検討 検討 検討 検討

家庭から排出されるごみの減少

実　施　計　画　進　行　管　理　票

ごみの発生抑制・減量化の推進

ごみの発生抑制・減量化

指定ごみ袋の金額の再検討

指定ごみ袋の導入以降、持ち手等のある大サイズや単身世帯でも使いやすい特小サ
イズのごみ袋を追加するなど、市民の利便性の向上を図っている。社会情勢の変化
にともない、原材料費の高騰や製造および輸送コストの上昇といった諸事情により
売価の変動が必要な場合は、価格引き上げの必要性について検討する。

有料指定ごみ袋の金額等、ごみ処理に要する市民負担については、引き続き検討す
る。

効果額

スケジュール表

事業名

指定ごみ袋の金額の再
検討

旧年度実績の考察

新年度目標

進行状況

目標数値

実績数値
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基本方針 区分 継続

目　　的 対象 市民

事業名 2-1 担当 管理・資源　指導

現状と課題

事業内容

期待される
効果

経費等

令和5年度
ごみｱﾌﾟﾘ委託料
　　451,008円
ｶﾚﾝﾀﾞｰ印刷費
　1,969,000円

数値設定 基準値 －

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

ごみ収集カレ
ンダーに、新
たに食品ロス
と海洋投棄ご
み、生きビン
の収集とリチ
ウムイオン電
池についての
啓発記事を掲
載した。

引き続きごみ収集
カレンダーに、食
品ロス、海洋投棄
ごみについて掲載
した。また、国際
交流協会発行予定
の、外国人向けの
分かりやすいごみ
の出し方のパンフ
レット(7言語対
応）の作成に協力
し、市HPに掲載し
て啓発に努めた。

ごみ収集カレン
ダーに、食品ロ
ス、海洋プラス
チックごみにつ
いて掲載、副読
本には、新たに
SDGsについても
掲載した。大手
前高校の授業で
リモートによる
出前講座を行っ
た。

ごみ収集カレン
ダーの見直しを
行い、より市民
に分かりやすい
内容に改善し
た。新型コロナ
の影響で出前講
座が中止になっ
た。

市民に分かりや
すい内容になる
よう、ごみ収集
カレンダーの表
現を見直した。
また、市ホーム
ページのリ
ニューアルにあ
わせ、ごみの分
け方検索ページ
を新設した。

引き続き内容を
精査しながら広
報、ホームペー
ジ等を活用して
啓発記事を掲載
したり、ごみ分
別アプリで配信
していく。

引き続き内容を
精査しながら広
報、ホームペー
ジ等を活用して
啓発記事を掲載
したり、ごみ分
別アプリで配信
していく。

引き続き内容を
精査しながら広
報、ホームペー
ジ等を活用して
啓発記事を掲載
したり、ごみ分
別アプリで配信
していく。

引き続き内容を
精査しながら広
報、ホームペー
ジ等を活用して
啓発記事を掲載
したり、ごみ分
別アプリで配信
していく。

引き続き内容を
精査しながら広
報、ホームペー
ジ等を活用して
啓発記事を掲載
したり、ごみ分
別アプリで配信
していく。

継続 継続 継続 継続 継続

広報　1回
ﾁﾗｼ配布2回

出前講座 3回
ごみカレン

ダー、ごみアプ
リ、公式HP等に
引き続き掲載

広報　2回
ﾁﾗｼ配布2回

出前講座 1回
（リモート）
ごみカレン

ダー、ごみアプ
リ、公式HP等に
引き続き掲載

広報 2回
ごみカレン

ダー、ごみアプ
リ、公式HP等に
引き続き掲載

広報 2回
ごみカレン

ダー、ごみアプ
リ、公式HP等に
引き続き掲載 ―実績数値

進行状況

スケジュール表

事業名

ごみの分別に関する市
民への啓発

旧年度実績の考察

新年度目標

分別の徹底による資源化の推進及び可燃・不燃ご
みの減少

実　施　計　画　進　行　管　理　票

ごみの分別と再資源化の推進

ごみの分別の徹底

ごみの分別方法等をごみ収集カレンダーに掲載し、市内全世帯に配布している。平成29年
11月に配信を開始したスマートフォン用のごみアプリに、平成30年4月から外国語対応版
の配信を開始し、外国の方にも分別方法を周知する方法を取り入れた。令和2年度に丸亀
市国際交流協会が発行した、外国人向けの分かりやすいごみの出し方のパンフレット作成
に協力した(7言語対応）。このパンフレットは市ホームページにも掲載している。

ごみの分別等を掲載したごみ収集カレンダーを作成して全世帯に配布するとともに、ホー
ムページや広報紙、ごみアプリ等多様な媒体で分別を啓発する。また、出前講座や施設見
学を通して市民啓発を図り、資源化率の向上に努め、排出量の抑制に繋げる。

ごみの分別に関する市民への啓発



（資料2）

基本方針 区分 継続

目　　的 対象 市民

事業名
2-5-
1

担当 廃棄物指導担当

現状と課題

事業内容

期待される
効果

経費等
令和5年度

(12月末現在)
687,810円

数値設定 基準値 －

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

各ボックスの回
収を毎週実施し
ている。また、
機会を見つけて
周知を図った。

各ボックスの回
収を毎週実施し
ている。2年度
は新型コロナ
ウィルス感染拡
大により、イベ
ント等が中止、
延期となったた
め、啓発の機会
が少なかった。

各ボックスの回収
を毎週実施してい
る。3年度も新型コ
ロナウィルス感染
拡大により、イベ
ント等が中止、延
期となったため、
小型家電の回収や
啓発の機会がな
かった。出前講座
も要望はあった
が、リモートでの
１回のみであっ
た。また、中讃広
域、高松市と連名
で、全国都市清掃
会議を通じて国へ
の要望を行った。

各ボックスの回
収を毎週実施し
ている。また、
施設見学や職場
見学などでも周
知を図った。

各ボックスの回
収を毎週実施し
ている。また、
施設見学や職場
見学などでも周
知を図った。

新型コロナウイ
ルスの影響で地
域のイベント等
が中止になり、
周知の機会が
減っている。出
前講座等要望が
あれば積極的に
出向いて周知を
図っていく。

新型コロナウイ
ルスの影響はし
ばらく続くと思
われるが、出前
講座等要望があ
れば、感染予防
対策を行いなが
ら、積極的に取
り組んで周知を
図っていく。

新型コロナウイ
ルスの感染状況
が改善されれ
ば、感染予防対
策を行いなが
ら、積極的に取
り組んで周知を
図っていく。

新型コロナウイ
ルスの感染状況
に応じて、感染
予防対策を行い
ながら、積極的
に取り組んで周
知を図ってい
く。

施設見学や職場
見学のほか、各
種媒体を活用し
て、積極的に周
知を図ってい
く。

拡充 継続 継続 継続 継続

ボックス･ピック
アップ･イベント

ボックス･ピック
アップ･イベント

ボックス･ピック
アップ

ボックス･ピック
アップ

ボックス･ピック
アップ

　115,802㎏ 　112,552㎏ 113,232㎏
89,326㎏

(12月末現在)
―

45 45 45 45 45

収集方法

実績数値

設置数

使用済小型電子機器の
資源回収

旧年度実績の考察

新年度目標

進行状況

全コミュニティセンターに回収ボックスを設置し収集するとともに、粗大ごみの内、対象品目を無
料にて収集している。平成27年度には設置場所を学校等公共施設に拡充し、収集に取り組んでい
る。また、リチウムイオン電池等による車両や処理施設の火災を予防するため、市民への啓発活動
を行う。

リサイクル率の向上、不燃ごみの減少、レアメタ
ル等のリサイクル

スケジュール表

事業名

実　施　計　画　進　行　管　理　票

ごみの分別と再資源化の推進

資源化の推進

使用済小型電子機器の資源回収

現在は、ボックス方式とピックアップ方式を併用し収集しているが、より多くの市民が制度を理解
するため、継続して周知に努める必要がある。また、市民の利便性向上が収集量と比例すると考え
るので、希望するところには回収ボックスの設置を拡大したい。平成26年より、国の認定事業者と
売買契約を締結し有償化する等、本格実施を開始したが、近年引取り単価が下落し令和3年度から
は逆有償となった。今後の状況によっては、引取り単価の上昇が懸念される。



（資料2）

基本方針 区分 継続

目　　的 対象 市民

事業名
2-5-
2

担当 廃棄物指導担当

現状と課題

事業内容

期待される
効果

経費等 －

数値設定 基準値 －

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

今までは少しづ
つではあるが、
回収量が増えて
きていた。

2年度末に、回
収拠点を2か所
増設。回収量
は、新型コロナ
ウィルスの影響
による外出自粛
等で減少した。

3年度から回収
拠点が3か所増
え、回収量は、
2年度に比べ少
しづつではある
が増えている。
ｺﾐｭﾆﾃｨ等の会議
の際に、拠点回
収についての説
明、啓発を行っ
た。

令和4年12月か
ら回収拠点が更
に2ヵ所増え
た。

令和5年度中に
コミュニティセ
ンター2か所で
の回収を開始。

回収拠点を増や
すために、周
知、啓発に努め
る。

回収拠点を増や
すために、周
知、啓発に努め
る。

回収拠点を増や
すために、周
知、啓発に努め
る。

回収拠点を増や
すために、周
知、啓発に努め
る。

継続 継続 継続 継続 継続

- - - - -

1,030ℓ 1,150ℓ 820ℓ
945ℓ

(12月末現在)
-

3 3 5
5

(12月末現在)
-

進行状況

収集方法

実績数値

設置数

スケジュール表

事業名

廃食油の資源回収

旧年度実績の考察

新年度目標

リサイクル率の向上、可燃ごみの減少、廃食油の
リサイクル

実　施　計　画　進　行　管　理　票

ごみの分別と再資源化の推進

資源化の推進

回収拠点を徐々に増やし、令和4年12月から市内5か所で回収を行っている。より
多くの市民が身近で制度を利用できるよう、拠点回収の拡大を進める。リサイク
ルの推進と市民の利便性向上のため、回収ボックスの設置拡大に努める。

平成29年度からクリーンセンター丸亀で回収を開始。令和3年度にコミュニティセンター2
か所、令和4年度に綾歌・飯山市民総合センター、令和5年度中にコミュニティセンター2
か所で回収を始める予定。順次回収拠点の拡大に努める。

廃食油の資源回収



（資料2）

基本方針 区分 継続

目　　的 対象 市民

事業名
2-6-
1

担当 資源リサイクル担当

現状と課題

事業内容

期待される
効果

経費等 －

数値設定 基準値 －

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

ペットボトル
の出し方や廃
食油回収方法
等を、多様な
方策を用い周
知に努め、資
源物の品質向
上に努めた。

資源物の品質
向上のため、
引き続き分別
方法やリサイ
クルについ
て、市民周知
を図った。

広報紙に、ペッ
トボトルの出し
方、廃食油の取
扱い等の記事を
掲載したり、自
治会等を通じチ
ラシを回覧して
もらう等によ
り、市民周知を
図り、資源物の
品質向上に努め
た。

広報紙にペッ
トボトルや資
源ごみの出し
方について掲
載し、資源物
の品質向上に
つながるよう
周知を行っ
た。

広報紙にペッ
トボトルや資
源ごみの出し
方について掲
載し、資源物
の品質向上に
つながるよう
周知を行っ
た。

回収地区の増
加に努めると
ともに、多様
な方策を用い
資源物の出し
方の市民周知
に努め、資源
物の品質向上
に努める。

ごみカレン
ダー、広報等だ
けでなく、出前
講座等において
も、資源物の分
別等について、
引き続き周知を
図り、資源物の
品質向上に努め
る。

資源物の品質向
上を図るため、
引き続きごみカ
レンダーや広
報、出前講座等
で啓発するとと
もに、チラシを
作成してステー
ションに対する
指導を強化して
いく。

資源物の品質向
上を図るため、
引き続きごみカ
レンダーや広
報、出前講座等
で啓発し周知を
図ってていく。

資源物の品質向
上を図るため、
引き続きごみカ
レンダーや広
報、出前講座等
で啓発し周知を
図ってていく。

継続 継続 継続 継続 継続

実　施　計　画　進　行　管　理　票

ごみの分別と再資源化の推進

資源化の推進

資源物の品質の向上が、資源としての再利用を左右する状況となっている。しか
しながら、リサイクル率等の数値は、このような状況を想定しておらず、品質の
向上は、数値上表れることがない。

平成26年度からペットボトルのラベル・キャップを除去したうえで収集する等、
資源物の品質向上に努めているが、未だ徹底していない地域もあるため、引き続
き多様な媒体を用いて市民に対する周知を積極的に実施する。

収集資源物の品質向上

進行状況

リサイクル率の向上

スケジュール表

事業名

出前講座 3回、
ごみカレンダー

等掲載
―

ごみカレンダー
等掲載

出前講座 1回
（リモート）

新年度目標

実績数値

旧年度実績の考察

収集資源物の品質向上

ごみカレンダー
等掲載
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基本方針 区分 継続

目　　的 対象 市民

事業名 2-7 担当 資源リサイクル担当

現状と課題

事業内容

期待される
効果

経費等 －

数値設定 基準値 －

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

資源物排出の
朝出しを徹底
する周知に努
めるととも
に、早朝パト
ロールを継続
して実施し
た。

資源物排出の
朝出しを徹底
する周知に努
めるととも
に、早朝パト
ロールを継続
して実施し
た。

資源物排出の
朝出しを徹底
する周知に努
めるととも
に、早朝パト
ロールを継続
して実施し
た。

資源物排出の
朝出しを徹底
する周知に努
めるととも
に、早朝パト
ロールを継続
して実施し
た。

資源物排出の
朝出しを徹底
する周知に努
めるととも
に、早朝パト
ロールを継続
して実施し
た。

引き続き、資
源物排出の朝
出しを徹底す
るため、周知
に努めるとと
もに、早朝パ
トロールを継
続して実施す
る。

引き続き、資
源物排出の朝
出しを徹底す
るため、周知
に努めるとと
もに、早朝パ
トロールを継
続して実施す
る。

引き続き、資
源物排出の朝
出しを徹底す
るため、周知
に努めるとと
もに、早朝パ
トロールを継
続して実施す
る。

引き続き、資
源物排出の朝
出しを徹底す
るため、周知
に努めるとと
もに、早朝パ
トロールを継
続して実施す
る。

引き続き、資
源物排出の朝
出しを徹底す
るため、周知
に努めるとと
もに、早朝パ
トロールを継
続して実施す
る。

継続 継続 継続 継続 継続

　3,557　t 3,488t 3,313t
2,253t

(12月末現在)
―

136回 ―

平成25年度に持ち去りを防止するための条例を定めるとともに、早朝パトロール
を実施しており、併せて市民に対して資源ごみの朝出しの徹底などの啓発を行
う。

使用済電子機器等収集量はデータから除く

スケジュール表

事業名

効果的な持ち去り防止
策の検討

資源収集率、リサイクル率の向上

進行状況

141回
116回

(12月末現在)

資源物の収集量

旧年度実績の考察

新年度目標

パトロール回数 158　回

効果的な持ち去り防止策の検討

実　施　計　画　進　行　管　理　票

ごみの分別と再資源化の推進

資源ごみの持ち去り防止

条例改正（平成25年4月1日施行）により罰則規定を設け、盗難防止策として排出
者に対し、資源物の朝出しの徹底をお願いするとともに、早朝、盗難防止パト
ロールを行っている。



（資料2）

基本方針 区分 継続

目　　的 対象 市民

事業名 3-1 担当 管理・資源

現状と課題

事業内容

期待される
効果

経費等 －

数値設定 基準値 －

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

コミュニティ
又は連合自治
会等と協力
し、ステー
ションの設置
要綱を整備し
て、平成30年
7月より運用
開始した。

コミュニティ
又は連合自治
会等と協力
し、ステー
ションの設置
要綱を整備し
て、平成30年
7月より運用
している。

コミュニティ
又は連合自治
会等と協力
し、ステー
ションの設置
要綱を整備し
て、平成30年
7月より運用
している。

コミュニティ
又は連合自治
会等と協力
し、ステー
ションの設置
要綱を整備し
て、平成30年
7月より運用
している。

コミュニティ
又は連合自治
会等と協力
し、ステー
ションの設置
要綱を整備し
て、平成30年
7月より運用
している。

要綱を適正に
運用し、ス
テーションの
増加を抑制
し、収集の効
率化を図って
いく。

要綱を適正に
運用し、ス
テーションの
増加を抑制
し、収集の効
率化を図って
いく。

要綱を適正に
運用し、ス
テーションの
増加を抑制
し、収集の効
率化を図って
いく。

要綱を適正に
運用し、ス
テーションの
増加を抑制
し、収集の効
率化を図って
いく。

要綱を適正に
運用し、ス
テーションの
増加を抑制
し、収集の効
率化を図って
いく。

継続 継続 継続 継続 継続

　 2,764箇所 2,806箇所  2,850箇所
2,869箇所

(12月末現在)
―

 　1,617箇所 1,619箇所 1,634箇所
1,640箇所

(12月末現在)
―

　37件 42件 44件 19件

〈17件〉 〈2件〉 〈15件〉
〈6件〉

（12月末現在)

スケジュール表

事業名

ステーションの新設・
統合・分割

効率的な収集による環境負荷の低減

平成30年度にステーション設置要件を見直ししたことにより、新規の設置を抑制するとと
もに、地元住民等と協調して設置している。比較的小規模なステーションの統合を検討す
る。

ステーションの新設・統合・分割

実　施　計　画　進　行　管　理　票

環境負荷が小さいごみの適正処理の推進

ごみステーションの管理

今後、人口の減少が見込まれる中で、ステーション数は、一貫して増加する傾向にある。
このことは収集効率低下及び、収集コストの増加を招いている。現在、ステーションは概
ね10世帯を最小単位とし、コミュニティの意見等を聞きながら設置しているが、既存のス
テーションの統合は、利便性等が低下する等様々な問題があり困難を要している。

　〈資源〉

旧年度実績の考察

新年度目標

増減：可燃・不燃
―

進行状況

可燃・不燃

資源
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基本方針 区分 継続

目　　的 対象 市民

事業名 3-2 担当 管理・資源

現状と課題

事業内容

期待される
効果

経費等 －

数値設定 基準値 －

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

ステーション
の清潔保全に
努めた。
啓発看板を2
か所分作成し
掲示を依頼し
た。

ステーション
の清潔保全に
努める。
啓発看板を3
か所分作成し
掲示を依頼し
た。

ステーション
の清潔保全に
努める。
啓発看板を5
か所分作成し
掲示を依頼し
た。

ステーション
の清潔保全に
努める。
必要な箇所に
啓発看板の作
成や掲示を
行った。

ステーション
の清潔保全に
努める。
必要に応じて
啓発看板の作
成や掲示を進
める。

引き続き、ス
テーションの
清潔保全に努
める

引き続き、ス
テーションの
清潔保全に努
める

引き続き、ス
テーションの
清潔保全に努
める

引き続き、ス
テーションの
清潔保全に努
める

引き続き、ス
テーションの
清潔保全に努
める

継続 継続 継続 継続 継続

ステーションの清潔の保持

動物に荒らされるステーション等に、ネットでの保護やごみ出し時間の徹底等の
指導を行う。また、収集時の清掃等ステーションを清潔に保つよう努める。

事業名

実　施　計　画　進　行　管　理　票

環境負荷が小さいごみの適正処理の推進

ごみステーションの管理

動物に荒らされるステーションなどに対し、ネットでの保護やごみ出し時間の徹
底などの指導を行っている。また、収集時に散乱している場合は、清掃し清潔に
保つよう努めている。

効率的な収集による環境負荷の低減

―

スケジュール表

新年度目標

実績数値

旧年度実績の考察

進行状況

3件5件
3件

(12月末現在)
3件

ステーションの清潔の
保持
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基本方針 区分 継続

目　　的 対象 市民

事業名 3-4 担当 資源リサイクル担当

現状と課題

事業内容

期待される
効果

経費等
（委託料）

令和5年度
蛍光灯　903,309円
電池等1,140,307円

(12月末現在)

数値設定 基準値 －

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

処理等時の水
銀汚染を防止
するため、国
内に1社しか
ない完全処理
業者と契約
し、水銀処理
及びﾘｻｲｸﾙを
行っている。

処理等時の水
銀汚染を防止
するため、国
内に1社しか
ない完全処理
業者と契約
し、水銀処理
及びﾘｻｲｸﾙを
行っている。

処理等時の水
銀汚染を防止
するため、国
内に1社しか
ない完全処理
業者と契約
し、水銀処理
及びﾘｻｲｸﾙを
行っている。

処理等時の水
銀汚染を防止
するため、国
内に1社しか
ない完全処理
業者と契約
し、水銀処理
及びﾘｻｲｸﾙを
行っている。

処理等時の水銀
汚染を防止する
ため、国内に1
社しかない完全
処理業者と契約
し、水銀処理及
びﾘｻｲｸﾙを行っ
ている。

前年度と同
様、水銀汚染
防止及びﾘｻｲｸ
ﾙ推進のた
め、分別収集
に努める。

前年度と同
様、水銀汚染
防止及びﾘｻｲｸ
ﾙ推進のた
め、分別収集
に努める。

前年度と同
様、水銀汚染
防止及びﾘｻｲｸ
ﾙ推進のた
め、分別収集
に努める。

前年度と同
様、水銀汚染
防止及びﾘｻｲｸ
ﾙ推進のた
め、分別収集
に努める。

前年度と同様、
水銀汚染防止及
びﾘｻｲｸﾙ推進の
ため、分別収集
に努める。

継続 継続 継続 継続 継続

10t 10t 10t 10t 10t

　8.03　t 7.00t 5.71t
5.29t

(12月末現在)
―

－ － － － ―

不燃ごみであった蛍光灯、電池、温度計（水銀式）を資源化し、リサイクルするこ
とにより、資源の保全に努めるとともに、水銀等による処理場の環境汚染を防止す
る。

実　施　計　画　進　行　管　理　票

環境負荷が小さいごみの適正処理の推進

資源化の推進

資源化の促進による環境負荷の軽減

平成23年度からは、電池、温度計（水銀式）に加え、蛍光管を資源物として回収し
ているが、資源として売却はできず処理費が増加している現状である。

実績数値（蛍光灯）

リサイクル率の向上、不燃ごみの減少、有害物質
の埋立ての防止、レアアースのリサイクル

効果額

10～15ｔ／年の回収

スケジュール表

事業名

資源化の促進による環
境負荷の軽減

旧年度実績の考察

新年度目標

進行状況

目標数値
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基本方針 区分 継続

目　　的 対象 審議会委員

事業名 4-1 担当 管理・資源・指導

現状と課題

事業内容

期待される
効果

経費等

令和5年度
報酬　  56,000円
費用弁償 4,625円
（12月末現在）

数値設定 基準値 －

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

元年7月に新
体制発足のた
めの審議会を
開催した。
なお、第2回
の審議会は新
型コロナウィ
ルスのため中
止となった。

令和2年7月に
第1回審議会
を開催した。
第2回は新型
コロナウィル
ス感染拡大に
伴い、書面会
議とした。

令和3年7月の第
1回審議会を開
催し改選委員の
委嘱を行った。
第2回は第二次
一般廃棄物処理
基本計画の見直
し（案）につい
て審議した。第
3回は3月に開催
した。

令和4年7月に
第1回審議会
を開催した。
第2回審議会
は2月に開催
した。

令和5年7月に
第1回審議会
を開催し改選
委員の委嘱を
行った。第2
回審議会は2
月に開催す
る。

2回/年の開催
予定を計画し
ており、7月
に審議会を開
催する予定。

委員改選年度
となる。第2
次一般廃棄物
処理基本計画
の中間見直し
等のため、2
～3回/年の開
催を予定して
いる。

2回/年の開催
を予定してお
り、7月に第
１回の審議会
を開催する予
定。

審議委員の改
選年度となる
ので、2回/年
の開催を計画
する。

2回/年の開催
を予定してお
り、7月に第
１回の審議会
を開催する予
定。

継続 委員改選 継続 委員改選 継続

―

事業名

3回/年
開催

2回/年
開催

定期的な審議会の開催

進行状況

新年度目標

旧年度実績の考察

実績数値
2回/年開催
（第2回は書
面開催）

2回/年
開催

実　施　計　画　進　行　管　理　票

計画推進・管理体制の確立

廃棄物減量等推進審議会による評価

令和5年7月に公募委員を含む審議会委員を委嘱し、一般廃棄物処理実施計画等に
ついて審議した。

スケジュール表

基本計画に定めた数値目標の実現

定期的な審議会の開催

毎年度末頃に当該年度の事業報告と翌年度の実施計画等を審議し、施策の進行管
理を行う。また、年度途中でも新たな事業や、重要な課題等については臨時に審
議会を開催し審議する。



（資料2）

基本方針 区分 拡充

目　　的 対象 市民

事業名 5-1-1 担当 管理・資源

現状と課題

事業内容

期待される
効果

経費等 －

数値設定 基準値 －

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

施設見学や職
場体験を受入
れ、啓発活動
を図るととも
に、社会的弱
者を臨時雇用
し、社会貢献
に努めた。

2年度は引き続
き施設見学や職
場体験を受入れ
て啓発活動を図
る予定であった
が、新型コロナ
ウイルスの感染
拡大のため、実
績はなし。

新型コロナウィ
ルス感染拡大に
より、施設見学
や中学生の職場
体験の受入れの
申し込みはあっ
たが実施できな
かった。

コミュニティの
講座や小学生、
資源リサイクル
協議会役員の施
設見学に加え、
養護学校の学生
の職場見学を受
け入れた。

社会科学習を行
う小学生に施設
を見学してもら
い、啓発を行っ
た。

施設見学や職場
体験は、新型コ
ロナウイルスの
影響で受入希望
は減ってくると
思われる。今後
の状況を見なが
ら啓発を行う。
また、今後も引
き続き社会的弱
者を雇用し、社
会貢献に努め
る。

施設見学や職場
体験は、新型コ
ロナウイルスの
状況により受入
は少なくなると
思われる。啓発
活動は今後の状
況を見ながら引
き続き行ってい
く。また社会的
弱者を臨時雇用
し、社会貢献に
努める。

新型コロナウイ
ルスの影響はし
ばらく続くと思
われるが、感染
状況を見ながら
施設見学や職場
体験の受け入れ
を検討し、啓発
活動を引き続き
行っていく。ま
た障害者等社会
的弱者を雇用す
る等社会貢献に
努める。

新型コロナウイ
ルスの感染状況
を見ながら施設
見学や職場体験
の受け入れを検
討し、啓発活動
を引き続き行っ
ていく。また障
害者等社会的弱
者を雇用する等
社会貢献に努め
る。

施設見学や職場
体験の申し込み
があれば積極的
な受け入れを検
討し、啓発活動
を引き続き行っ
ていく。また障
害者等社会的弱
者を雇用する等
社会貢献に努め
る。

継続 継続 継続 継続 継続

―実績数値
施設見学 4件
職場体験 0件

施設見学 4件
職場体験 0件

小学生等の施設見学を積極的に受入れ、リサイクルの仕組みや重要性が理解され
るよう努めるとともに、中学生の職場体験やインターンシップを受入れる等、啓
発を図る。また、工場棟に勤労意欲の高い社会的弱者等を、優先的に会計年度任
用職員として雇用する等、率先して社会的責務を果たす。

ごみ対策への意識の向上

進行状況

旧年度実績の考察

新年度目標

スケジュール表

事業名

施設見学や職場体験等
の受入れ

施設見学 0件
職場体験 0件

施設見学 0件
職場体験 0件

施設見学や職場体験等の受入れ

実　施　計　画　進　行　管　理　票

その他

クリーン課が行う事業に関する啓発

コミュニティ会員や小学生等の施設見学を受入れ、リサイクルの仕組みや重要性
が理解されるよう努めている。また、中学生の職場体験を受入れ、ごみ減量化や
資源化の重要性を啓発している。新型コロナウィルスの影響で受入れ件数は少な
いが機会をとらえて啓発を行っている。



（資料2）

基本方針 区分 継続

目　　的 対象 小学校4年生

事業名 5-1-2 担当 管理・資源・指導

現状と課題

事業内容

期待される
効果

経費等
（委託料）

令和5年度
592,900円

数値設定 基準値 －

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

従来同様小学
4年生に副読
本を提供する
が、食品ロス
等に関する事
項を盛り込む
等、SDGsを意
識した内容を
とりいれた。

従来同様小学
4年生に副読
本を提供する
が、2年度は
新たに災害ご
みに関する事
項を盛り込む
等、内容を充
実し提供し
た。

小学4年生に
副読本を提
供。今回は新
たにSDGs関す
る事項を盛り
込み、循環型
社会の構築に
ついての啓発
に取り組ん
だ。

小学4年生に
副読本を提
供。食品ロス
削減やSDGs関
する事項を盛
り込み、循環
型社会の構築
についての啓
発に取り組ん
だ。

小学4年生に
副読本を提
供。食品ロス
削減やSDGs関
する事項を盛
り込み、循環
型社会の構築
についての啓
発に取り組ん
だ。

基本的には、
従来同様小学
4年生に副読
本を提供する
が、社会科研
究会と協議し
ながら内容を
更新し提供す
る。

基本的には、
従来同様小学
4年生に副読
本を提供する
が、社会科研
究会と協議し
ながら内容を
更新し提供す
る。

基本的には、
従来同様小学
4年生に副読
本を提供する
が、社会科研
究会と協議し
ながら内容を
更新し提供す
る。

基本的には、
従来同様小学
4年生に副読
本を提供する
が、社会科研
究会と協議し
ながら内容を
更新し提供す
る。

従来同様小学
4年生に副読
本を提供。デ
ジタル教材と
しても使用で
きるよう、社
会科研究会と
協議しながら
内容を更新し
提供する。

継続 継続 継続 継続 継続

実　施　計　画　進　行　管　理　票

その他

クリーン課が行う事業に関する啓発

学校教育を通じて正しいごみの出し方やごみの減量・資源化の重要性の認識を高
めるため、小学校社会科研究会の協力を得て副読本を発行している。今後も循環
型社会の構築を推進するため、小さい時から食品ロス及び海洋プラスチック等
SDGsに関する知識を深めてもらう。また、災害ごみについての知識、啓発も深め
る。

小学校社会科副読本の発行

1,001人

学校教育を通じて正しいごみの出し方やごみの減量・資源化の重要性の認識を高
めるため、小学校社会科研究会の協力を得て副読本を発行する。

小学校4年生の人数

旧年度実績の考察

1,068人

事業名

スケジュール表

小学校社会科副読本の
発行

―

進行状況

新年度目標

ごみ対策への意識の向上

1,049人1,036人



（資料2）

基本方針 区分 継続

目　　的 対象 市民・事業者

事業名 5-3 担当 廃棄物指導担当

現状と課題

事業内容

期待される
効果

経費等 ー

数値設定 基準値 －

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

昨年度の内容
をまとめた不
法投棄マップ
を作成し、地
域のごみ減量
推進員に配布
し周知に努め
た。

不法投棄防止
の看板を作成
した。昨年度
の不法投棄
マップを作成
し、ごみ減量
推進員に配布
し周知に努め
た。

前年度の不法投
棄マップを作成
し、ごみ減量等
推進員、環境美
化委員に配布し
周知に努めた。
新年度からの監
視カメラ貸出制
度の導入に向け
検討してきた。

前年度の不法投
棄マップを作成
し、ごみ減量等
推進員、環境美
化委員に配布し
周知に努めた。
また、監視カメ
ラ貸出制度を開
始し、１か所に
設置した。

前年度の不法投
棄マップを作成
し、ごみ減量等
推進員、環境美
化委員に配布し
周知に努めた。
また、監視カメ
ラ貸出制度の啓
発に努め2か所
に設置した。

引き続き警
察､ごみ減量
推進員､関係
機関などと連
携して対応す
る。

引き続き警察､
ごみ減量推進
員､関係機関な
どと連携して対
応する。悪質と
思われる場合の
対処法として、
監視カメラの導
入等も研究して
いく。

引き続き警察､ご
み減量等推進員､
関係機関などと
連携して対応す
る。悪質と思わ
れる場合の対処
法として、監視
カメラの貸出し
制度の導入に向
け、要綱等の整
備を進める。

引き続き警察､
ごみ減量等推進
員､関係機関な
どと連携して対
応する。悪質と
思われる場合の
対処法として、
監視カメラの貸
出し制度の活用
を進める。

引き続き警察､
ごみ減量等推進
員､関係機関な
どと連携して対
応する。悪質と
思われる場合の
対処法として、
監視カメラの貸
出し制度の活用
を進める。

継続 継続 継続 継続 継続

125件 77件 58件
37件

(12月末現在)
-

0件 0件 1件
0件

(12月末現在)
-

0件 0件 1件
0件

(12月末現在)
-

環境美化

不法投棄の多発する場所等に対する重点的なパトロール等、効果的な防止策を検討し不法
投棄の防止に努める。また、投棄物を調査し、悪質なケースは警察と連携して対処する。
不法投棄マップを作成し、ごみ減量等推進員等に配布し啓発活動を進める。また、地域住
民からの申請によりごみステーションに設置する監視カメラを貸し出す。

効果的な不法投棄防止策の検討・パトロール
の強化

実　施　計　画　進　行　管　理　票

その他

不法投棄の防止

定期的にパトロールを行い、不法投棄箇所を把握し住民の要望に応じて防止看板
を設置している。また、不法投棄や指定袋によらないごみ出しで排出者が特定で
きる場合は、警察等関係機関と連携を図り指導等を行っている。不法投棄等が継
続して行われる場所での対策が必要である。

スケジュール表

事業名

効果的な不法投棄防止
策の検討・パトロール
の強化

進行状況

不法投棄件数

摘発件数

解決件数

旧年度実績の考察

新年度目標


